
研究開発課題（案）

①ＩＣＴの活用によるＣＯ２排出削減
○低環境負荷のＥＶ・ＰＨＶ等の為の屋外電力線通信（ＰＬＣ）利用

技術（充電インフラなど）
○多様エネルギー源からの 適発蓄送電技術
○資源再利用のための追跡システム技術
○スマートグリッドに関する通信［後掲］

②ＩＣＴの一層の省エネ化やネットワーク全体の
最適制御

○ＩＣＴ全体の省電力化を実現するネットワーク制御技術
○低炭素排出社会の実現のためのセンサーネットワーク技術
○ネットワークアーキテクチャーの 適化技術
○情報通信機器の省エネを進めるクラウド・仮想化技術
○高電圧直流給電技術
○気流制御・装置連係制御技術
○高効率燃料電池技術
○革新的な低消費電力デバイス技術
○低消費エネルギーＬＳＩ、シリコンフォトニクス、ナノデバイス技術
○低消費電力全光通信ネットワーク技術（光パケットスイッチ、先進

的光変調方式等）
○省電力ディスプレイ技術

③フォトニックネットワーク技術
○フォトニックネットワーク伝送技術
○フォトニックネットワーク制御技術
○フォトニックネットワークノード技術

④スマートグリッドに関する通信
○BEMS、HEMS等に関する通信技術
○電気自動車（EV)に関する通信技術
○スマートメータリングに関する通信技術

①医療・福祉の質の向上、
高齢者・障がい者の生活支援技術

○ICTを活用した医療連携
○ICTを活用した医療の高度化
○医療・介護現場及び関連機器のネットワーク化技術
○診断手段の高度化
○日常生活支援ロボット技術

②リアルコミュニケーション、
空間像再生型立体テレビ

○ユニバーサルコミュニケーション技術
○コンテキストアウェアネス技術
○ユーザーインターフェース技術

③安心とうるおいを全ての人に与える
情報提供の実現

○次世代放送衛星の周波数有効利用促進技術
○放送・通信連携のオープンプラットフォーム技術
○低遅延・低消費電力・ロバストネス伝送を可能とする映

像伝送技術

①ネットワーク基盤
○新世代ネットワーク技術
○テストベッド技術

③ワイヤレス
○ブロードバンドワイヤレスネットワーク技術
○ホワイトスペース等の周波数高度利用技術
○ミリ波・テラヘルツ帯の利用促進・周波数資源開発技術
○M2M・センサーネットワークにおける周波数有効利用技術

④セキュアネットワーク
○クラウドセキュリティ技術
○巧妙化するサイバー攻撃に対する検知・分析技術
○ 先端ネットワークセキュリティ技術
○違法・有害コンテンツ対策のための誹謗中傷・公序良俗違反・

ネットいじめ等の検出技術
○プライバシー保護技術
○暗号・認証・生体認証技術
○ゼロデイ攻撃対策技術
○情報の不正流通対策技術
○安全なプライバシー情報の管理・加工・利用技術

⑤宇宙通信システム技術
○衛星ネットワーク 適化技術 ○衛星光ワイヤレス通信技術

⑥革新機能創成技術
○超高周波ICT ○量子ICT           ○ナノICT
○バイオICT             ○時空標準技術
○電磁波センシング・可視化技術 ○電磁環境技術

①通信・放送インフラの耐災害性の強化等
○通信の疎通確保技術
○損壊インフラの復旧・代替技術
○電源の耐災害性向上技術

②自律・分散型のセンサーネットワーク
○センシング技術
○プラットフォーム技術
○ネットワーク技術
○システム化技術

②クラウド基盤
○クラウドセキュリティ技術
○省エネ技術
○運用管理技術 → クラウド間連携技術
○大規模分散処理技術
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※ 本資料はこれまでの委員会における構成員・ゲストスピーカーからの提案、意見募集（パブリックコメント）において提出された意見を事務局において整理したものである。

（１）グリーンイノベーションの推進 （２）ライフイノベーションの推進

（３）社会にパラダイムシフトをもたらす
未来革新の推進

（４）東日本大震災を踏まえた復興・再生、
災害からの安全性向上への対応


